
『ＳＢＩインド＆ベトナム株ファンド』の組入れマザーファンド
『ステイト・バンク・オブ・インディア インド株・マザーファンド』のCIO（最高運用
責任者）からのコメントをお届けします。

米大統領選がもたらすインドへの影響
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SBI・ファンズ・マネジメント社
（SBI Funds Management Pvt. Ltd.）CIO
ナブニート・ムノト氏（Navneet Munot）

ＳＢＩファンズ・マネジメント社とは
□ 親会社はインド最大の国営商業銀行である、State Bank of India
（インドステイト銀行）です。
□ インド株投資のスペシャリストとして、評価機関より数多くの賞を受賞しています。

＊P.6の「本資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。

米大統領選を終えて
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 11月9日（日本時間）に米国大統領選挙の開票が行われ、ドナルド・トランプ氏が優勢の報道を受けてリスク回避の動き
が急速に強まり、各国株式市場がほぼ全面安の展開となったほか、為替市場が乱高下するなど不安定な相場となりました。

 今回の大統領選では、218人の選挙人を獲得したクリントン氏に対して、トランプ氏は276人の選挙人を獲得し勝利しま
したが、富裕層に集中した富と権力、経済力、思想などが世界中で見直されるきっかけとなりうる象徴的な出来事となりま
した。

 6月のEU離脱を決定した英国民投票の時のように、没落した中間層による不平不満が、トランプ氏に勝利をもたらしました。
欧州大陸においても、同様の現象を垣間見ることになるかもしれません。金融市場は今後、このような情勢変化を受け
入れる必要性が生じています。

 今後のリスク要因としては、トランプ氏が極端な政策変更を行った場合、米経済の先行き不透明感が高まり、金融市場の
変動率が大きく高まる引き金になり得ることです。しかしながら、トランプ氏の言動に関しては選挙戦の際にやや誇張されてい
た面もあり、米国社会の抑制と均衡のシステムを考慮すれば、過度な懸念は必要ないでしょう。

インド市場の見通し

ドナルド・トランプ氏の勝利は、インドにとってはポジティブ

 トランプ氏は移民やインド人エンジニアの雇用削減など排外主義的な発言をしていましたが、米大統領選のトランプ勝利は
インドにとってポジティブであると考えます。トランプ氏は中国のダンピング行為（不当廉売）を非難し、一部中国製品への
反ダンピング関税適用が必要になるとの見解を示しています。戦略地政学的な観点から、米国はインドを良き友人と見る
可能性が高いと考えています。実際に、トランプ氏はインドを「最良の友」と表現し、戦略的な関係強化を図る姿勢を示して
います。

 トランプ氏が掲げる米国の環太平洋経済連携協定（TPP）からの離脱表明は、TPP加盟国にとって相対的に輸出競争力
の低下が懸念されていますが、インドはもともとTPPに参加をしていないため、逆に国内経済にとっては追い風になると期待
されます。
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① インド最大の国営商業銀行『インドステイト銀行』と
欧州の大手運用会社『アムンディ』の合弁会社
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欧州の大手運用会社『アムンディ』の合弁会社

② インド国内の大手運用会社 ※2015年10月末時点
○運用資産残高は190億ドル
○従業員数は500名超（うち、ファンド・マネジャー、アナリスト等の投資プロフェッショナルは34名）
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○運用資産残高は190億ドル
○従業員数は500名超（うち、ファンド・マネジャー、アナリスト等の投資プロフェッショナルは34名）

③ 充実した調査・分析・運用体制
○親会社「インドステイト銀行」 のリサーチ・プラットフォームも活用するインド国内有数のリサーチ・チーム
○約2,000社のユニバースから300社前後を抽出、アクティブにカバレッジ（BSE500の90％程度をカ

バー）
○毎年約1,000社の企業訪問、個別企業の説明会、電話会議、セミナー等に参加
○当ファンドの運用体制
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米大統領選がもたらすインドへの影響

※State Bank of India（インドステイト銀行）グループの運用会社であり、弊社（SBIアセットマネジメント）が属するSBI
グループの運用会社ではありません。

ポートフォリオ・マネジャー ： ロヒット・シンピ氏（ Mr. Rohit Shimpi ）
ファンド・マネージャー ： アパーナ・シャンカー氏（ Ms. Aparna Shankar ）
ディーラー ： スチータ・シャー氏（ Ms. Suchita Shah ）
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※基準価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。

＊P.6の「本資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。
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本資料のお取扱いについてのご注意
・本資料は、SBIアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータに基づき作成されておりますが、その正確性、
完全性について保証するものではありません。また、将来予告なく変更されることがあります。

・本資料中のグラフ、数値等は過去のものであり、将来の傾向、数値等を予測するものではありません。
・投資信託は値動きのある証券に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元本保証はありません。
・投資信託の運用による損益はすべて受益者の皆様に帰属します。
・お申込みの際には必ず投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認の上、お客様自身でご判断ください。
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委託会社 SBIアセットマネジメント株式会社（信託財産の運用指図及び運用報告書の作成等を行います。）
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第311号
加入協会／一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

＜委託会社、その他関係法人＞

受託会社 三井住友信託銀行株式会社（ファンド財産の保管・管理等を行います。）

米大統領選がもたらすインドへの影響


